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１ 「自らを律して たくましく生きる生徒」

を育てる。  

①  問題解決的な生活と学習を通して「生き方 

改革」と「学び方改革」を図る。 

② ４部会で掲げる「目ざす生徒像」の実現に 

向け、具体的な手だてに沿って取り組む。 

③  カリキュラム・マネジメントへの参画意識 

を高め、授業の中で具現化して取り組む。 

B B 

①お話しタイムなどの話し合い

に力を入れ、学び合う場の充

実につなげることができた。

【経営 1～3】【問 1～3】 

②定期的に部会を開催して手立

てを検討し、共通理解を図っ

て実践できた。【経営 24】                         

③現職研修で教職員のカリキュ

ラムマネジメントへの参画意

識が高まった。【経営 44】 

A 

・落ち着いた雰囲

気で授業に取り

組めていてよ

い。授業では自

分の意見を伝え

られていると感

じる。かかわり

の場を充実させ

て学ぶ意欲を高

めていってほし

い。 

・生徒たちは学習における

かかわり合いの場を楽し

みにしている。学び合い

ながら問題を解決する授

業を更に進めていく。 

・一歩踏み出す生徒の育成

を目ざし、自分を高める

力、仲間とかかわる力を

教科横断的にさまざまな

場面で育てていく。 

２ 「本氣で叱って本氣でほめる 愛があふ 

れる教師」を育てる。  

① 「信じて・任せて・見守る」スタンスで生

徒に寄り添い、生徒と向き合う。 

② 「認めて・ほめて・伸ばす」ことを大切

に、生徒の「よさ」に着目して背中を押

す。 

③  現研委員会の活動や自主的な研修を通し

て、「教師力向上」と「感性磨き」を図

る。 

A A 

①②生徒の達成感・充実感・次

への意欲が高まるように、生

徒主体の活動を支援できた。

【問 23】【問 24】 

③公開授業や現職研修での意見

交換、講師を招いてのカリキ

ュラムマネジメントの講話を

通して、生徒支援の仕方につ

いて学び合い、共通理解を図

ることができた。【経営 28】 

A 

・生徒に寄り添っ

た指導を今後も

お願いしたい。

「ほめる」ばか

りにならず、生

徒を伸ばす指

導・支援を継続

してほしい。 

・学年や４部会で活動計画

を検討し、生徒の自主的

な活動の支援を継続して

いく。 

・一人の 10 歩より 10 人の

一歩。生徒に身につけさ

せたい力の育成のための

手立てを共通理解し、カ

リキュラムマネジメント

を全職員で進めていく。 

３ 生徒の育ちを見通した「魅力あふれる教育

活動」を展開する。   

①  ４部会・２委員会の方針をもとに、南部中

の「よさ」「強み」をいかして工夫する。 

② 『南丸祭（体育・文化）』を柱に、生徒の手

による学級・学年・学校づくりに取り組む。 

③ 「つなぐ」「いかす」視点で、「小中９か年」

を貫いた体制づくりをすすめていく。 

A A 

①各部の提案をもとに、生徒主

体の活動を支援していくこと

ができた。【経営 27】 

②行事においては、かかわりを

大切にした生徒主体の活動が

展開できた。【問 13.14,15】 

③小中の情報交換により生徒へ

のサポート体制の共通理解が

図られた。【経営 22,42】 

A 

・合唱コンクールは

クラスが一つにな

って取り組んでお

り、すばらしいも

のであった。生徒

の活発な活動を教

員が応援している

と感じる。 

・かかわり合いを大切にし

た生徒主体の活動を展開

していくことで、生徒の

達成感や充実感、自己有

用感が高まるように、今

後も生徒の活動を支えて

いく。 

・小中の情報交換を更に密

にしていく。 

４ 生徒と教師が「育つ組織」・教職員にとっ

て「働きやすい環境」を整備する。 

① 「島長会」「研究部会」「学年団」をはじめ

とする「チーム」で学校・学年運営にあた

る。 

② 「顧問制」による相談体制を機能させ、各

チームの組織力と対応力を高める。 

③ タイムマネジメントを意識し、「業務の効率

化」「組織の強化」「働き方改革」を図る。 

B B 

①②４部会の提案内容について

意見交換や共通理解を図りな

がら実践が進められた。 

【経営 26】【経営 25】 

③教育活動や業務を PDCA サイ

クルで継続して見直すこと

で、業務の効率化や組織の強

化が図られた。在校時間縮減

につながった。【経営 31,43】 

A 

・遅い時間まで電気

がついていること

がある。教員はい

つ休憩しているの

かと感じる。教員

の働き方改革を今

後も進めていって

ほしい。 

・目ざす生徒像の実現に向

けて、各活動の重点目標を

定め、活動内容を焦点化し

ていく。部会の提案内容に

ついて積極的に意見交換

していく。 

・PDCA サイクルで教育活動

の効果的な展開を目ざす。 

５ 家庭・地域や小学校との連携を深め「信頼

される学校づくり」を推進する 

① 連携委員会の具体的な手だてを通して、家

庭、関係機関との「つながり」を強化する。 

② 学校や生徒の情報を積極的に発信するとと

もに、生徒による地域貢献活動を継続する。 

③ 南部校区３校（合同）学校公開日を設置し、

保護者や地域に開かれた学校を創る。 

B B 

①③小中が連携して行う挨拶運

動や南部清掃隊の活動を展開

できた。 

【経営 42】【経営 20】 

②学年通信や学校ホームペー

ジ、学校新聞により生徒の活

動の様子を発信できた。 

【経営 21】【問 26】 

A 

・小中の連携、地域

とのかかわりを今

後も大切にしてほ

しい。清掃隊では

生徒が一生懸命取

り組んでいた。も

う少し外への発信

があるとよい。 

・小中連携活動や地域にか

かわる活動を継続・発展し

ていくことで、地域の一員

としての意識（社会性）を

今後も育んでいく。取り組

みについて積極的に発信

していく。 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である C：あまり適切ではない D:適切とは言えない】 


